
-
・

会
保
障
費
の
膨
張
は
財
政
の

J
M川
副

圧
迫
要
悶
の
一
つ
だ
が
、
今

1

・4
1
後
は
年
金
以
外
で
も
、
医
療

・
介
護
費
が
急
増
す
る
。
2
0
0
0年

に
は
9
0
0万
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
後

期
高
齢
者

(
万
歳
以
上
)
が
お
年
に
は

2
0
0
0
万
人
に
述
す
る
た
め
だ
。
特

に
、
都
市
部
に
住
む
高
齢
者
が
急
増
す

る
。
そ
の
象
徴
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
(
特
養
)
の
入
所
待
機
と
い

っ
た

介
護
施
設
の
不
足
問
題
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
の
数
年
前
の
捌
査
結
栄

に
よ
る
と
、
侃
年
刊
月
時
点
に
お
け
る

特
養
の
入
所
申
し
込
み
者
は
全
国
で
約

必
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
入
所
定
員
と

ほ
ぼ
同
数
だ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
「
入
所
申
し
込
み
者
H

其

の
入
所
待
機
者
」
と
は
限
ら
な
い
。
と

い
う
の
は
、
特
養
の
入
所
巾
し
込
み
者

に
対
す
る
去
の
入
所
待
機
者
の
制
合
は

平
均
辺

・
5
%
と
の
報
告
も
あ
る
か
ら

だ
(
叩
年
の
第
担
四
社
会
保
障
・
審
議
会

.
介
設
保
険
部
会
資
料
)。

真
の
入
所
待
機
者
と
は
、
特
養
へ
の

入
所
を
申
し
込
ん
だ
者
の
う
ち
、
要
介

護
度
や
介
護
の
必
要
性
な
ど
が
入
所
基

準
に
合
致
し
た
者
を
指
す
。
そ
、?
す
る

と

ω年
日
月
時
点
の
真
の
入
所
待
機
者

は
、
約
9
・
5
万
人

(
H
必
万
人
×
辺

特養の入所待機者が急増
110兆円の社会保障費の
資源配分見直しが急務

万人• 
/ 

2020年の特別養護老人ホームの入所待機者
厚生労働省の調査と社会保障評議会資料、 人口推計をぷにした試行

-
5
%
)
と
予
測
で
き
る
。

で
は
、
入
所
定
員
が
一
定
の
場
合
、

真
の
入
所
待
機
者
は
将
来
ど
の
程
度
噌

加
す
る
の
か
。
国
立
社
会
保
障

・
人
口

問
題
研
究
所
の
将
来
人
口
推
計
(出
生

中
位

・
死
亡
中
位
)
に
よ
る
と
、
初
年

の
万
歳
以
上
の
高
齢
者
は
侃
年
の
約
1

・
4
倍
に
な
る
。
従
っ
て
真
の
入
所
待

機
者
は
初
年
に
は
約
日
・
5
万
人

(
H

9
・
5
万
人
×
1
・
4
倍
)
に
哨
加
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
一
つ
の
方
法

は
、
約
1
1
0兆
円
の
社
会
保
附
予
算

の
資
源
配
分
を
見
置
す
こ
と
だ
。
例
え

ば
、
約
閃
兆
円
の
年
金
給
付
総
額
の

1

%
を
削
減
す
る
だ
け
で
、
年
間
0
・
5

兆
円
、
叩
年
で
約
5
兆
円
の
財
源
が
調

述
で
き
る
。
有
料
老
人
ホ
l
ム
の
建
設

デ

l
タ
を
参
考
に
、
-
戸
(
専
有
部
分

加
平
方
M
、
共
有
部
分
別
平
方
M)
の

建
設
費
を
1
0
0
0
万
円

(土
地
代
込

み
)
と
す
る
と
、
年
間
5
万
戸

(
H
0

・
5
兆
円

÷
1
0
0
0万
円
)
が
供
給

で
き
る
計
算
だ
。
3
年
で
約
時
万
戸
を

供
給
で
き
、
初
年
の
入
所
待
機
者
日
・

5
万
人
を
十
分
に
収
容
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
も
含
め
、
社
会
保

障
改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

、
-
、.
n
v

ふ
J
ハ

iv
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